
他3ページは区役所だより
「情報ひろば」は別冊で発行しています

｜特　集｜
１～３ 73年ぶりの名誉市民 

佐野藤三郎
４ にいがたCITY NOW

● 物価高騰等対策給付金を支給
● 松くい虫被害の予防対策
● ‌�８/17土オーケストラはキミ

のともだち
● ‌�５月は消費者月間

５ 連載　おでかけ日和

　　　二キロニュース

Noism 20周年記念公演
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佐野藤三郎佐野藤三郎
　名誉市民選考委員会への諮問や新潟市議会での議決を
経て、故佐

さ

野
の

藤
とう

三
ざぶ

郎
ろう

さんを４人目の名誉市民に選定しま
した。今号では、佐野藤三郎さんの功績を紹介します。
■問秘書課（☎025-226-2045）

　市民や新潟市に関係の深い人物のうち、学術や技芸、文化の進
展または新潟市の発展に多大な貢献をし、その功績が顕著で市民
から深く尊敬されている人に与えられる称号のことです。

　多くの土地改良事業に取り組み、「芦
あし

沼
ぬま

」と
呼ばれた湿田を日本有数の穀倉地帯に変えたこ
とで、新潟市の農業の発展に大きな功績を残し
ました。新潟地震の時には、震災からの復興に
尽力し、農地や農業用施設の復旧などに取り組
みました。排水改良の取り組みを通じて、浸水
対策の面で市民の安心・安全の確保にも大きく
貢献しました。

　中国政府からの要請を受けて、黒龍江省三
さん

江
こう

平
へい

原
げん

の農業開発へ積極的に協力し、中国の大食
料生産基地の実現に向けて奔走しました。この
取り組みをきっかけに、「新潟県日中友好協会」
や「日本海圏経済研究会」を設立するなど、環
日本海を軸とした経済交流の流れを作り、新潟
市の国際交流の先駆者として大きな功績を残し
ました。

　昭和中期から、急速な都市化の進行を背景に
農地転用が急増していく中、まちの発展と農業
の健全な調和に向け、都市と農村が共に発展で
きる地域づくりに取り組みました。この理念は、
現在の「都市と農業が調和する新潟市」の形成・
発展につながるなど、新潟市のまちづくりに大
きな影響を与えました。

73年ぶりの名誉市民

３つの分野での主な功績

特集

市
長
よ
り

市
長
よ
り　

こ
の
度
、
佐
野
藤
三
郎
さ
ん
を
73

年
ぶ
り
4
人
目
の
新
潟
市
名
誉
市
民

に
選
定
し
ま
し
た
。
佐
野
さ
ん
は
、

類
ま
れ
な
行
動
力
と
統
率
力
で
、
今こ

ん

日に
ち

の
新
潟
の
礎
を
築
か
れ
た
方
で
す
。

か
つ
て
、「
地
図
に
な
い
湖
」と
い
わ

れ
た
湿
田
を
美
田
へ
と
変
え
、
新
潟
地
震
か
ら
の
農
業
の

復
興
に
も
力
を
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
今
で
は
、
新
潟
市
の
米

の
産
出
額
や
水
田
耕
地
面
積
は
全
国
１
位
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
１
９
６
０
年
代
ご
ろ
か
ら
都
市
化
が
進
行
す
る
中
、

都
市
と
農
村
が
共
に
発
展
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
佐
野
さ
ん
の
活
動
は
海
外
に
も
及

び
、
当
時
、
大
湿
地
帯
で
あ
っ
た
中
国
黒
龍
江
省
三
江
平
原

の
開
発
計
画
に
「
自
ら
の
経
験
が
中
国
農
業
の
役
に
立
つ

の
な
ら
」と
積
極
的
に
協
力
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟
県
日
中
友

好
協
会
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
ま
さ
に
本
市
の
国
際
交
流

の
先
駆
者
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
功
績
を
残
さ
れ

ま
し
た
。

　

佐
野
さ
ん
が
礎
を
築
い
て
く
れ
た
、
新
潟
市
の
「
都
市
と

田
園
が
調
和
し
暮
ら
し
や
す
い
」と
い
う
強
み
を
最
大
限
生

か
し
、
本
市
を
活
力
あ
る
日
本
海
側
の
拠
点
都
市
に
成
長

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
、「
食
の
新
潟
国
際
賞
財
団
」が
佐
野
さ
ん
を
紹
介

す
る
マ
ン
ガ
を
制
作
し
ま
し
た
。
本
市
で
は
、
こ
れ
を
小
学

3
・
4
年
生
が
学
校
で
使
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
読
め

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

名
誉
市
民
と
な
ら
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
よ
り
多
く

の
皆
さ
ま
に
佐
野
さ
ん
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
次
の

世
代
へ
と
受
け
継
が
れ
る
よ
う
、
功
績
を
広
く
発
信
し
て
ま

い
り
ま
す
。

新
潟
市
長

名 誉 市 民 とは

農業農業
の功績の功績

まちづくりまちづくり
の功績の功績

国際交流国際交流
の功績の功績

▲佐野藤三郎さん
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｜ 令和６年５月5日 ｜ 第1・3週 日曜発行 ｜
市報にいがた

市の各種手続き、
催し案内などは
土・日曜、祝日も 
新潟市役所コールセンター

年中無休8：00～21：00
にいがた し  みんの   し や   く  しょ

こたえてコール  025-243- 4894
FAX 025-244-4894　Eメール 4894call@call.city.niigata.jp
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※‌�掲載情報は４月22日時点のものです
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新潟市の人口・世帯数 
（３月末住民基本台帳人口。かっこ内は前月との比較） 
人　口／764,193人（−1,904）　
　　　男 367,708人（−1,050）　女 396,485人（−854）
世帯数／349,561（+470）


